
　
株
式
会
社
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
（
福
島
県

伊
達
市
）
は
福
島
県
を
中
心
に
７
つ
の

養
鶏
農
場
を
運
営
し
、
約
1
7
０
万
羽

の
採
卵
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
鶏
卵

だ
け
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
企
業
で
鶏
卵

加
工
品
や
食
肉
加
工
品
、
飲
料
な
ど
も

製
造
し
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ン
ビ
ニ

に
も
商
品
を
供
給
す
る
多
角
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
鶏
卵
の
販
売
力
強
化
と
と
も

に
鶏
の
飼
育
羽
数
を
増
や
す
う
ち
、
鶏

糞
の
処
理
と
、
発
酵
鶏
糞
の
販
路
拡
大

が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
発
酵

処
理
能
力
が
高
い
縦
型
コ
ン
ポ
発
酵
機

を
導
入
し
、
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
発
酵

鶏
糞
を
化
学
肥
料
と
組
み
合
わ
せ
、
全

農
が
取
り
扱
う
肥
料
製
品
と
す
る
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
取
り
組
み
の

仲
介
は
、
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
に
配
合
飼
料

を
供
給
す
る
Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ

い
飼
料
株
式
会
社
が
行
い
ま
し
た
。

　
縦
型
コ
ン
ポ
ス
ト
は
発
酵
が
早
い
反

面
、
発
酵
鶏
糞
が
粉
状
に
な
る
た
め
散

布
時
に
飛
散
し
や
す
く
、
や
や
使
い
に

く
い
発
酵
鶏
糞
が
で
き
る
の
が
課
題
で

　化成肥料の原料は多くを輸入に頼っています。ロシアのウクライナ侵攻による供給量の減少や、中国の輸出引き
締め、為替の円安、製造コストの高騰などにより化成肥料の価格は以前と比べて高騰しています。また、農林水産省
は「みどりの食料システム戦略」で、化学肥料を30％削減する目標を掲げています。このような背景を受け、近年家
畜の排泄物などを原料にした堆肥を活用する取り組みが積極的に進められています。
　今回は法律の改正により始まった、堆肥と化学肥料を混ぜた製品の開発をご紹介します。 【JA全農 畜産生産部】
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紹 介堆肥と化学肥料を組み合わせた
新製品～エコマスターシリーズ～の取り組み

肥
料
よ
り
も
被
膜
の
崩
壊
性
を
高
め
、

環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
「
Ｊ
コ
ー
ト
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
、
製

品
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
鶏
糞

堆
肥
供
給
元
の
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
と
協
議

を
行
い
、
夾
雑
物
の
除
去
な
ど
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
エ
コ
マ
ス
タ
ー
の
本
格
販
売
は
２
０

２
３
年
11
月
か
ら
、
福
島
県
内
の
Ｊ
Ａ

に
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
中
で
、
堆
肥
を
用
い
た
土

づ
く
り
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が
増
し

て
い
く
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
耕

種
農
家
と
畜
産
農
家
が
一
丸
と
な
る
取

り
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
、
エ
コ
マ
ス

タ
ー
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鶏
ふ
ん
の
販
路
拡
大
が
急
務

縦
型
コ
ン
ポ
発
酵
機
を
導
入

の
使
用
量
を
30
％
削
減
す
る
た
め
、
鶏

糞
堆
肥
を
30
％
以
上
使
用
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
メ
イ
ン
銘
柄

と
想
定
さ
れ
る
「
エ
コ
マ
ス
タ
ー
水
稲

一
発
5
5
5
」
で
は
、
追
肥
作
業
の
省

力
化
の
た
め
被
覆
原
料
が
用
い
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
被
覆
原
料
は
従
来
の
被
覆

　
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社
は
肥

料
事
業
を
中
核
と
す
る
会
社
の
中
で
は

国
内
最
大
級
で
、
様
々
な
化
成
肥
料
や

有
機
入
り
配
合
肥
料
の
ほ
か
に
、
飼
料

用
の
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
も
幅
広

く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
テ
ク

ノ
と
同
じ
福
島
県
内
に
あ
る
大
越
工
場

で
は
、
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
か
ら
出
荷
さ
れ

た
鶏
糞
堆
肥
と
化
学
肥
料
を
原
料
と
し

た
新
製
品
「
エ
コ
マ
ス
タ
ー
」
シ
リ
ー

ズ
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
マ
ス
タ
ー
」
は
片
倉
コ
ー
プ
ア

グ
リ
株
式
会
社
の
堆
肥
入
り
銘
柄
の
シ

リ
ー
ズ
の
総
称
で
、
大
越
工
場
で
は
鶏
糞

堆
肥
50
％
以
上
を
含
有
す
る
「
園
芸
用

8
2
3
」
、
鶏
糞
堆
肥
30
％
以
上
を
含
有

す
る
「
水
稲
一
発
5
5
5
」
と
鶏
糞
堆
肥

40
％
以
上
を
含
有
す
る
「
水
稲
0
7
7
」

の
3
製
品
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
土

壌
成
分
や
用
途
に
合
わ
せ
た
成
分
と
形
状

で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
銘
柄
の
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、
全
農
福
島
県
本
部
と
の
協
議
を
重

ね
、
先
述
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
を
念
頭
に
お
き
、
化
学
肥
料

し
た
。
し
か
し
化
学
肥
料
と
組
み
合
わ

せ
る
場
合
は
、
粉
状
の
方
が
混
合
し
や

す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
縦
型
コ
ン
ポ
ス
ト
か
ら
出
て
き
た
発

酵
鶏
糞
は
水
分
が
約
30
％
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
化
学
肥
料
と
混
ぜ
る
と
保
管

中
に
湿
気
で
固
ま
り
や
す
く
な
る
の

で
、
発
酵
槽
に
移
し
て
通
気
し
な
が
ら

追
加
の
発
酵
を
行
い
、
水
分
を
約
20
％

ま
で
落
と
し
て
か
ら
ふ
る
い
に
か
け
、

固
ま
り
や
異
物
を
取
り
除
い
て
か
ら
、

肥
料
工
場
の
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式

会
社
大
越
工
場
（
福
島
県
）
に
フ
レ
コ

ン
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ア
グ
リ
テ
ク
ノ

み
ど
り
戦
略
念
頭
に
堆
肥
3
割
超

11
月
〜
県
内
で
本
格
販
売
開
始

フレコンに詰められ、肥料工場への出荷を待つ発酵鶏糞 発酵を終え、水分調整を行った状態の発酵鶏糞

アグリテクノ本社（福島県伊達市）

エコマスター（左から「水稲一発555」、「園芸823」、「水稲077」） 片倉コープアグリ東北支店 大越工場（福島県田村市）

片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式
会
社

（左手前から）片倉コープアグリの勝正樹事業所長、狩野睦東
北支店長、平山宝東北支店副支店長と、（右手前から）アグリ
テクノの伊藤幸二建設・設備部長、三品重利代表取締役社長、
原田敏英生産管理部次長
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